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たちばな会 報
東京学館新潟高等学校 同窓会

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
を

乗
り
越
え
て学

校
長 

廣
瀨
　
敬
三

ご
挨
拶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
社
会
全

体
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
同
窓
会

の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ず
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

令
和
二
年
度
の
本
校
は
、
四
月
の
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
る
「
臨
時
休
業
」
の
た
め
に
、
年
度
当
初

の
全
て
の
学
校
行
事
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で
、
六
月
の
学
校
再
開
後
の

体
育
大
会
。
文
化
祭
の
中
止
、
部
活
動
の
県
総
体・

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
中
止
な
ど
過
去
に
例
の
な
い
事
態

で
し
た
。
学
校
で
は
生
徒
の
感
染
予
防
の
た
め
に
、

全
教
室
に
24
時
間
換
気
扇
を
設
置
し
、
オ
ゾ
ン
除

菌
・
脱
臭
器
の
設
置
な
ど
の
対
応
を
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
学
校
生
活
に

前
向
き
に
取
り
組
み
、
再
開
後
の
部
活
動
で
は
複

数
の
運
動
部
が
全
国
大
会
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

高
校
生
活
最
後
の
年
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
に
遭
遇

し
た
四
七
七
名
の
卒
業
生
は
、
努
力
を
重
ね
、
大

学
入
試
や
就
職
試
験
を
見
事
に
突
破
し
て
本
校
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
は
、
五
〇
四
名
の
新
入
生
を
迎
え

て
全
校
生
徒
一四一〇
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
新
学
期
の
行
事

を
実
施
で
き
た
こ
と
が
喜
び
で
す
。
六
月
の
二
年
ぶ

り
の
体
育
大
会
は
、
競
技
や
応
援
で
マ
ス
ク
を
着
用

し
な
が
ら
も
全
校
生
徒
一丸
と
な
って
コ
ロ
ナ
禍
の
閉

塞
感
を
振
り
払
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
し
た
一日

と
な
り
ま
し
た
。

　

創
立
三
十
九
年
目
を
迎
え
た
学
館
新
潟
は
、
同

窓
の
皆
様
の
活
躍
と
在
校
生
の
多
方
面
の
活
躍
で

各
方
面
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の一日
も
早
い
収
束
を
願

い
つつ
、
感
染
予
防
に
努
め
、
今
後
と
も
生
徒
の
心

に
残
る
教
育
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

同
窓
の
皆
様
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
努
め
、
健

康
に
留
意
さ
れ
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

東
京
学
館
新
潟
新
潟
高
等
学
校
の

同
窓
会
員
の
皆
様
、
同
窓
会
長
の
片

桐
で
す
。

常
日
頃
か
ら
同
窓
会
、
及
び
学
校
に

ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

残
念
で
す
が
会
報
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
待
っ
て
い
て

く
れ
た
方
々
に
は
、
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
界
の
状
況

で
す
が
、
今
回
縮
小
版
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
本
会
報
を
お
送
り
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
作
成
に
関
わ
って
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
総
会
も
開
催
で
き
ず
、
ほ

ぼ
同
窓
会
と
し
て
の
活
動
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
学
校
に
は
生
徒
用
の

手
洗
い
用
温
水
器
を
同
窓
会
か
ら
寄

贈
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
学
校
関
係

者
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
出
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
、
少
し
は
貢
献
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
方
は
ま
だ
通
常
通
り
活

動
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
母
校
の
支

援
と
同
窓
会
の
発
展
の
た
め
、
で
き

る
限
り
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
本
会

報
が
ご
本
人
に
届
か
な
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
、
知
人
の
方

か
ら
ご
本
人
に
何
と
か
届
け
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

同
窓
会
長
　 

片
桐
　
　
努

地域を繋げる青い光
～ #Light It Blueに想いをのせて～

　

例
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

行
事
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
規
模

縮
小
か
中
止
。
始
業
式
か
ら
２
週

間
も
経
た
な
い
う
ち
の
臨
時
休
業
。

部
活
動
等
の
大
会
も
中
止
に
な
る

な
ど
、
全
般
に
渡
り
、
暗
い
雰
囲

気
が
漂
う
中
で
、生
徒
会
長
か
ら
、

「#LightItBlue

」
で
医
療
従
事

者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
体
育
館
の
大
き
な
窓
に
、

青
い
セ
ロ
ハ
ン
を
貼
り
、
夜
間
に

体
育
館
の
電
気
を
点
灯
す
る
こ
と

で
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を
作
り
出
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
学
校
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

たちばな遠足
地域貢献 #たちあがれ東京学館

#たちあがれサントピアワールド

で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た
「
た
ち

ば
な
祭
・
夏
（
体
育
大
会
）」「
た

ち
ば
な
祭
・
秋
（
文
化
祭
）」
の

代
替
行
事
と
し
て
「
た
ち
ば
な
遠

足
」
が
、
阿
賀
野
市
の
遊
園
地
サ

ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
遠
足
は
学
校
行
事
と
し
て

の
他
に
、
地
域
貢
献
活
動
で
も
あ

り
ま
し
た
。
経
営
難
の
サ
ン
ト
ピ

ア
ワ
ー
ル
ド
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
提
供
を
呼
び

か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
チ
ラ

シ
が
本
校
に
持
ち
込
ま
れ
、
関
係

職
員
が
１
日
貸
し
切
り
で
の
遠
足

を
企
画
。
生
徒
が
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

遊
園
地
を
守
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
取
り
組
み
で
し
た
。

令和２年８月・９月

～コロナ禍に負けない！～
令和２年４月
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同窓会役員の紹介

監
　
事

　
小
林
由
美
子

副
会
長

　
中
山
　
栄
二

会
　
長

　
片
桐
　
　
努

副
会
長

　
今
野
　
　
健

事
務
局
長

　
山
本
　
志
保

会
　
計

　
出
村
　
忠
崇

事
務
局
補
佐

　
堀
　
　
雅
嗣

副
事
務
局
長

　
徳
井
　
洋
子

事
務
局
補
佐

　
間
藤
　
一
也

事
務
局
補
佐

　
金
田
由
幸
子

事
務
局
補
佐

　
吉
田
　
　
健

同 窓 会 役 員 

（学年代表）

第１回生　 星山　雅一／山本　志保

第２回生　 広瀬　貴志／永木由紀子

第３回生　 中山　栄二／関根　禎暢

第４回生　 金田　武尚／時田　　優

第５回生　 金田由幸子／渡辺　裕一

第６回生　 矢澤　　剛／大塚　太郎

第７回生　 上田　　豪／横木　秀多

第８回生　 大橋　慎二／渡辺　　桂

第９回生　 吉田　広秋／小林由美子

第10回生　 権平　　勲／佐藤　　学

第11回生　 早福　智之／岩田　和子

第12回生　 梁取　幸恵／菊地　　大

第13回生　 出村　忠崇／徳井　洋子

第14回生　 玉木　純也／新田さとこ

第15回生　 田辺　智広／北嶋　　翼

第16回生　 吉田　　健／山上由香理

第17回生　 山崎　　晋／矢部　典子

第18回生　 北島　利裕／阿部香奈子

第19回生　 斎藤　直人／長沼　由珠

第20回生　 北村　泰洋／河内　季恵

第21回生　 佐藤　　啓／高橋　　歩

第22回生　 松崎　孝太／渡邉美智恵

第23回生　 櫛谷　　諒／増子　　綾

第24回生　 釣巻　英道／田中　亜実

第25回生　 阿部　淳耶／渡辺　　愛

第26回生　 伊藤沙央里／斎藤　祐樹

第27回生　 南　　智明／平井　　香

第28回生　 金田健太郎／長井紅瑠実

第29回生　 元村　厚太／小熊　秋奈

第30回生　 茂田井隆太／笹川　　花

第31回生　 近　　　光／加藤　稚菜

第32回生　 佐藤　和洋／中野　鈴奈

第33回生　 北條　有紗／中田麟太郎

第34回生　 梁取　美優／加藤　翔太

第35回生　 丸山　藍花／三富　　慧

第36回生　 加藤　　栞／本間千代乃

会 長 片桐　　努（第１回生）

副会長  今野　　健（第１回生） 
中山　栄二（第３回生）

監 事 小林由美子（第９回生）
会 計 出村　忠崇（第13回生）

事 務 局 長 山本　志保（第１回生）
副事務局長 徳井　洋子（第13回生）

事務局補佐
 金田由幸子（第５回生） 
堀　　雅嗣（第15回生）
吉田　　健（第16回生）
間藤　一也（第24回生）

令和２年度　東京学館新潟高等学校同窓会
【収支決算報告書】

令和２年４月１日～令和３年３月31日

令和３年度　東京学館新潟高等学校同窓会
【収支予算案】

令和３年４月１日～令和４年３月31日

令和３年４月１日
東京学館新潟高等学校同窓会

以上のとおり報告いたします。
　　　　　　　　　　　　　会　　長
　　　　　　　　　　　　　会　　計
上記、事実と相違ないことを証明いたします。
　　　　　　　　　　　　　監　　査

（収入の部）
会　費　（全学年月額400円） 6,722,800 円
　転・退学者返金精算 -188,800 円
奨学金返金 72,000 円
剰余金積立額取崩 
　　　学園協力金積立額取崩 1,020,000 円
合　　計（１） 7,626,000 円

（支出の部）
①卒業生子弟入学補助（32名） 960,000 円
⑤同窓会名簿メンテナンス 44,000 円
⑥野球部応援広告（甲子園／朝日・毎日） 17,600 円
⑦運営費用
・協賛金・寄付金等
　　　温水器設置工事（現物寄付） 3,135,000 円
・振込手数料 704 円
・その他 2,604 円
⑧学園協力金拠出 1,020,000 円
合　　計（２） 5,179,908 円
　　※　当年度収支　（１）－（２） 2,446,092 円

（収入の部）
会　費　月額400円×1,410人×12ヶ月 6,768,000 円
剰余金積立額取崩
　学園協力準備金取崩 1,000,000 円
合　　計（１） 7,768,000 円

（支出の部）
①卒業生子弟入学補助（46名） 1,380,000 円
②同窓会会報誌　制作・発行費 1,500,000 円
③総会開催費用 0 円
④同窓会名簿メンテナンス 44,000 円
⑤広告掲載料（野球部応援広告） 17,600 円
⑥運営費用
　・その他 400,000 円
⑦学園協力金拠出 1,000,000 円
合　　計（２） 4,341,600 円
　　※次年度収支予定　（１）－（２） 3,426,400 円

※ 運営費用・その他には、昨年度発行が遅延していた「学館新潟58号」
「たちばな36号」の発送費用・約190千円が含まれる。

令和３年４月１日
東京学館新潟高等学校同窓会

以上のとおり伺い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　会　　長
　　　　　　　　　　　　　会　　計
上記予算案について公正妥当であることを証明します。
　　　　　　　　　　　　　監　　査
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国公立大学現役合格者数推移
（創立期からは６年、以後５年毎の合計）

こ
う
は
い
た
ち

進　
路

第
36
回
生

大
学
等
進
学
者
数
２９０
名

国
公
立
大
学 

合
格
者　
5０
名

（
東
京
学
芸
大
学
、
信
州
大
学
、
新
潟
大
学
、
山
形
大
学 

他
）

私
立
大
学 

合
格
者　
４１４
名

（
青
山
学
院
大
学
、
中
央
大
学
、
立
教
大
学
、
学
習
院
大
学 

他
）

四
年
制
大
学

短

期

大

学

専

門

学

校

各

種

学

校

職
業
訓
練
施
設

就
職
・
公
務
員

予
備
校
・
そ
の
他

合

計

男子 178 3 52 0 0 15 19 267

女子 112 24 61 0 0 6 5 208

合計 290 27 113 0 0 21 24 475

卒業生（第36回生）の進路状況

主
な
大
学
合
格
先

�

※（
　
）は
今
春
の
現
役
の
み
の
合
格
数

国
公
立
大
学

東
京
学
芸（
１
）、信
州（
４
）、新
潟（
９
）、北
見
工

業（
２
）、北
海
道
教
育（
２
）、室
蘭
工
業（
１
）、秋

田（
１
）、山
形（
６
）、宮
崎（
１
）、長
崎（
１
）、釧

路
公
立（
２
）、秋
田
県
立（
１
）、三
条
市
立（
５
）、

新
潟
県
立（
10
）、諏
訪
東
京
理
科（
１
）、長
野
県

立（
１
）、石
川
県
立
看
護（
１
）、名
桜（
１
）

私
立
大
学

青
山
学
院（
１
）、立
教（
２
）、中
央（
３
）、法
政

（
１
）、学
習
院（
１
）、東
京
理
科（
１
）、成
蹊

（
１
）、國
學
院（
２
）、明
治
学
院（
１
）、東
京
女

子（
１
）、日
本
女
子（
１
）、芝
浦
工
業（
３
）、東

京
農
業（
５
）、日
本（
６
）、東
洋（
22
）、駒
澤

（
10
）、専
修（
３
）、神
田
外
語（
１
）、獨
協（
２
）、

玉
川（
２
）、日
本
体
育（
１
）、昭
和
女
子（
２
）、

東
京
電
機（
２
）、立
正（
４
）、大
正（
４
）、文
教

（
１
）、大
東
文
化（
11
）、東
海（
12
）、亜
細
亜

（
３
）、帝
京（
６
）、国
士
舘（
４
）、神
奈
川（
５
）、

関
東
学
院（
11
）、仙
台（
２
）、東
北
福
祉（
１
）、

東
北
学
院（
２
）、関
東
学
園（
１
）、上
武（
３
）、

城
西（
５
）、駒
沢
女
子（
２
）、日
本
女
子
体
育

（
１
）、新
潟
医
療
福
祉（
42
）、新
潟
経
営（
6
）、

新
潟
工
科（
３
）、新
潟
国
際
情
報（
22
）、新
潟
青

陵（
11
）、新
潟
薬
科（
18
）

他
多
数

野
球
部

令
和
２
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
野
球
大
会

ベス
ト
16

サ
ッ
カ
ー
部

令
和
２
年
度 

第
99
回 

全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
新
潟
県
大
会

ベス
ト
16

陸
上
部

北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

《
男
子
》

◇
100ｍ
③
関
口
裕
太

◇
走
幅
跳
【
優
勝
】
山
田
陽
大

◇
ハンマ
ー
投
げ
⑥
長
尾
世
成
⑦
亀
倉
陸

◇�

４
×
100ｍ
Ｒ
③
山
田
陽
大
・
関
口
裕
太
・
大
山
悠
希

　
　
　
　
　

�

眞
柄
大
輝

◇�

４
×
400ｍ
Ｒ
⑤
青
柳
璃
空
・
渡
邊
耕
志
・
小
柳
将
太

　
　
　
　
　

�

白
井
旬

《
女
子
》

◇
７
種
競
技
④
坂
井
さ
つ
き

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
73
回 

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
等
学
校
選
手
権
大
会
新
潟
県
予
選
会

優
勝

男
子
テ
ニ
ス
部

第
43
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会
北
信
越
大
会

団
体
戦
優
勝
◇
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
半
沢
隼
・
堀
宏
成

長
内
大
也
・
齋
藤
翔
太
・
井
林
奏
斗
・
山
田
旺
典�

栁
澤
勇
翔
・
小
桧
山
晴
・
鈴
木
陽
太

女
子
テ
ニ
ス
部

第
43
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会
新
潟
県
大
会 

下
越
地
区
大
会

団
体
戦
第
３
位
◇
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
樋
口
友
梨
・
鬼

山
七
海
・
清
水
千
穂
・
本
間
理
南
・
池
詩
音
莉
・
星

柚
希
・
村
山
遥
菜

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

令
和
２
年
度　
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
新
潟
地
区

体
育
大
会
新
潟
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ベス
ト
８

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
73
回
新
潟
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

ベス
ト
16

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
73
回
新
潟
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

ベス
ト
４

柔
道
部

2020
新
潟
県
高
等
学
校
体
育
大
会

柔
道
競
技
会（
県
総
体
代
替
大
会
）

《
男
子
個
人
》
73
㎏
級
第
３
位
◇
伊
藤
玲
座

《
女
子
個
人
》
57
㎏
級
第
３
位
◇
佐
藤
は
な

剣
道
部

2020
新
潟
県
高
等
学
校
体
育
大
会
剣
道
競
技

《
男
子
団
体
》
第
３
位
◇
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
小
倉
楓

真
・
大
平
鼓
童
・
髙
木
恒
志
・
高
橋
凛
・
小
湊
航
平�

小
松
塚
光
太
・
伊
藤
奏
七
汰
・
戸
井
悠
斗
・
横
山
翔
也

鈴
木
智
大

《
女
子
団
体
》
第
５
位
◇
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
山
際
菜

央
・
田
邊
凛
・
大
島
桃
音
・
川
村
し
ず
く
・
穂
苅
一
花�

岡
田
耀
・
荒
川
姫
佳
里
・
栗
原
那
知
・
遠
藤
桜
香�

宇
佐
美
真
緒

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

令
和
２
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
大
会

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
大
会

《
男
子
団
体
》

　

��

サ
ー
ブ
ル
優
勝
◇
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
渡
辺
天
汰�

小
湊
来
稀
・
圓
山
瑛
斗
・
塩
谷
彪
斗

　

��

フ
ル
ー
レ
優
勝
◇
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
深
見
遼
星�

小
湊
来
稀
・
渡
辺
天
汰
・
高
野
留
聖
・
南
雲
聖
弥

　

�エペ
優
勝
◇
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
深
見
遼
星
・
高
橋
丈

　

高
野
留
聖
・
南
雲
聖
弥

《
男
子
個
人
》

　

��

サ
ー
ブ
ル
【
優
勝
】
渡
邊
天
汰

　
フ
ル
ー
レ
【
優
勝
】
深
見
遼
星
②
小
湊
来
稀

　
エペ
【
優
勝
】
高
野
留
聖
②
深
見
遼
星
③
高
橋
丈

新
体
操
部

新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区
体
育
大
会（
新
体
操
大
会
）

団
体
優
勝
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
岡
田
美
空
・
古
俣
舞
愛

竹
内
理
恋
・
中
林
和
奏
・
倍
賞
舞
華
・
松
井
日
花　

※
全
国
大
会
に
出
場
予
定

《
個
人
》
フ
ー
プ
【
優
勝
】
竹
内
理
恋
②
古
俣
舞
愛

リ
ボ
ン
【
優
勝
】
古
俣
舞
愛
②
竹
内
理
恋

体
操

新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区
大
会

女
子
団
体
優
勝
【
出
場
メ
ン
バ
ー
】
平
林
や
ぶ
き
・
熊

谷
侑
・
永
塚
空
海
・
須
賀
愛
梨

《
女
子
個
人
》
総
合
【
優
勝
】
平
林
や
ぶ
き
②
熊
谷

侑
③
永
塚
空
海

《
男
子
個
人
》
総
合
【
優
勝
】
佐
藤
唯
斗
②
三
留
優
介

部
活
動
の
活
躍
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編
集
後
記

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
う
社
会
情

勢
、生
活
環
境
の
変
化
を
受
け
、

同
窓
会
の
活
動
計
画
も
見
直
し

が
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
誌
の
発

行
再
開
に
お
い
て
も
時
期
や
構

成
を
変
更
し
お
届
け
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
わ
が
国
の
す
ぐ
れ
た
伝
統
・

文
化
を
教
え
、
健
康
な
心
身
を

育
成
し
、
将
来
、
わ
が
国
の
み

な
ら
ず
、
国
際
社
会
に
貢
献
し

う
る
人
づ
く
り
」
を
建
学
の
精

神
に
掲
げ
る
母
校
で
と
も
に
学

ん
だ
同
窓
生
は
、
現
在
約
一
万

四
千
余
名
を
数
え
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
未
曾
有
の
厳
し
い

環
境
が
続
く
中
、
同
窓
会
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る

同
窓
生
に
エ
ー
ル
を
贈
る
と
と

も
に
、
輝
か
し
い
未
来
に
向
け

て
後
輩
た
ち
が
健
全
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
貢

献
す
る
な
ど
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
本
誌
を
は
じ
め
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
随
時
情

報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
今
号
の
発
行
に
多

大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆

さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

同
窓
会
事
務
局

�

編
集
ス
タ
ッ
フ
一
同

たちばな会報　第16号　令和３年８月１日発行　東京学館新潟高等学校同窓会 〒950-1141 新潟市中央区鐘木185-1
Tel.025-283-8857㈹　　印刷　㈱第一印刷所

T O P I SC

～同窓会員の子女のご入学にはお祝い金を贈呈しています～
同窓会員の子女が母校に入学される際には、同窓会より入学祝金３万円を
贈呈いたします。入学時に学校事務局よりご案内していますので是非お問
い合わせください。

～独立やお引越しの際はご連絡ください～
お住まいのお引越しや独立など、転居の際には、是非同窓会事務局まで
お知らせください。引き続き同窓会活動や母校の情報をお届けいたします。

～同期会の開催をサポートします！～
同期会（卒業年次別の同窓会）の運営をサポートしています。お気軽に
同窓会事務局までご相談ください。

～同窓会事務局 公式SNSにぜひご登録ください～
Facebook（フェイスブック）
同窓会グループはこちらからどうぞ　▶▶▶
もしくはグループ「TGN東京学館新潟高等学校同窓会」
を検索してください。

NEW！ LINE公式アカウントも開設しています
東京学館新潟高等学校同窓会公式 LINEはこちらから　▶▶▶

～東京学館新潟高等学校ではHPを開設しています。～
母校の近況から入試情報まで様々な情報が掲載されています。

東京学館新潟 検索

　新型コロナウイ
ルス感染症対策の
一環として、各ト
イレ前の手洗い場
に温水が出る蛇口
の設置に協力しま
した。

　同窓会総会、たちばな会の
企画・運営やたちばな会報の
制作ミーティングを定期的に
行っています。母校のため、
同窓生のために一緒に頑張り
たいという人、大歓迎です！

　年に一度、多くの同窓生と恩師の方々が集い、母校の思い出や近況を楽しく語り合う同窓会懇
親会を開催しています。
　コロナウイルスの感染拡大により令和 2年度、3年度と実施を見送っていますが、再開の時に
は、たくさんの同窓生の皆さんとお会いしたいと思います。
　懐かしい友人、先生方と楽しい時間を過ごしましょう！

- 同窓会の活動を紹介します -

令和元年 10月 19日

たちばな会

温水設備の寄贈事務局役員ミーティング


